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平成 29 年 3 月 10 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社  コ    メ    兵 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 石 原 卓 児 

（コード番号：2780  東証第二部・名証第二部） 

問合せ先 取締役ＩＲ戦略室長  鳥 田 一 利 

（TEL. 052-249-5366） 

 

 

北京漢美嘉誠国際文化投資有限公司（中国）と 

子会社 KOMEHYO HONG KONG LIMITED（香港）との 
合弁会社設立を伴う意向書締結に関するお知らせ 

 

 

 

 

当社は、本日開催の取締役会において、北京漢美嘉誠国際文化投資有限公司（以下「北京漢

美嘉誠」という）と当社子会社である KOMEHYO HONG KONG LIMITED（以下「KOMEHYO HONG KONG」

という）との間で、中国北京市に共同出資で合弁企業を設立する意向がある旨の合弁意向書

を締結することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．合弁会社設立の目的 

当社はブランドリユース事業のグローバル戦略において、ブランド品の消費、ブランド品の保有量

が成長を続ける中国市場に注目をしてまいりました。日本国内で培ったリユースのビジネスモデルの

スピーディーな中国への展開を目指す上で、中国北京市に強力な基盤を持つパートナーの存在は重要

な成功要因の一つであるという考えから、この度合弁会社設立に向け協議していく旨の合弁意向書を

締結することとなりました。 

 

２．合弁会社の概要 

 (1)名 称   未定 

 (2)所在地   中華人民共和国 北京市 

 (3)代表者   未定 

 (4)事業内容  宝石・貴金属、時計、バッグ、衣料等の買取、販売 

 (5)登録資本金 5,000 万人民元（予定：約 830 百万円 ※1人民元 16.6 円で為替換算） 

 (6)設立年月日 平成 29 年中（予定） 

 (7)決算期   12 月 

 (8)出資比率  北京漢美嘉誠：50％、KOMEHYO HONG KONG：50％ 
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３．合弁会社設立に伴う相手先の概要 

(1) 名 称        北京漢美嘉誠国際文化投資有限公司（※） 

(2) 所在地        中華人民共和国 北京市  

(3) 代表者        楊永偉 

(4) 事業内容       投資管理、企業管理コンサルティング等                

(5) 登録資本金      48,000 万人民元（約 7,968 百万円） 

(6) 設立年月日      2001 年１月７日 

(7) 大株主および持分比率  漢華創業集団有限公司（1.25％） 

李暁晴（57.08％） 

楊莎莎（41.67％）       

(8) 当 社 と の 関 係 等  資本関係：該当するものはありません。 

           人的関係：該当するものはありません。 

           取引関係：該当するものはありません。 

関連当事者への該当状況：該当するものはありません。 

  ※北京漢美嘉誠は北京市内で約 50 店舗を展開する大手質屋「華夏」（北京市華夏典当行有限

責任公司）の主要株主です。華夏との協力体制のもと当該合弁会社の経営にあたることで、

早期の収益性確保を目指します。 

   －参考（華夏概要）－ 

   名称    北京市華夏典当行有限責任公司 

所在地   中華人民共和国 北京市 

代表者   楊永 

事業内容  不動産、宝石貴金属、ブランド品、有価証券、車、金貨などの質業務、質流

れ品の販売 

資本金   50,000 万人民元（約 8,300 百万円） 

設立年月日 1993 年５月 21 日 

華夏は路面店に限らずショッピングセンター等への出店も積極的に行っており、質業が成

長している中国国内において成長著しい企業です。 

  

４．日程 

(1)取締役会決議日   平成 29 年３月 10日 

(2)合弁会社設立日  平成 29 年中（予定） 

(3)事業開始日      平成 29 年中（予定） 

 

５．業績に与える影響 

  当該合弁会社の設立時期、事業開始時期につきましては、平成29年中の予定であることから、

平成29年３月期の業績に与える影響につきましては軽微であると判断しております。今後、連

結業績に重大な影響を与えると判断される場合は、適宜開示してまいります。 

 

                                      以上 


